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これは，学生の状況とかみ合う講義をと考えて始めたテーマの第3回の報告である。第l回
の報告（北海道女子短期大学研究紀要 第22号 1987年）では，講義の計画や進め方と，前期
の実践状況のデータ及び反省を述べ，教育愛にかかわって，学生とともに学び構築された内容
を述べた。第 2回（ 同紀要第24号 1989年）では， 2年半にわたる講義の経過と改善お
よび反響を整理し，学生の自学の成績の向上について検討した。さらに，第3回の教育改革の
中心課題のひとつである「生命の根源に対する畏敬の念を育てる」ことにかかわって，「生命（い
のち）を巡る教育jを学生とともに学び構築した。
それから，またちょうど I年を経過した。大学生になる世代が増える時期にあるので，受講
者はさらに増えたが，ともに学ぶ教育学は一貫して進められた。今回は，学生が増える中で，
「学生が多くても，授業は1対lの基調を失ってはならない」という講義理念を担う手段とし
ての毎時レポートを検討したい。
E 講義の改善
講義は教師論を学び，教育方法を学ぶ実例で、ある。 そのための方針をもち，工夫を加えて成
り立っていた特徴は，先の論文に述べたところである。それに加えて改善した点は，次の2点
であった。
1.音楽の導入
ともに学ぶには，学ぶコンディショ ンを，さらにベターにもっていく工夫が必要とされよう。
第l年めのスタ トーから， テーマソングという一緒に歌う歌の工夫はとり入れられていたが，
第3年めの後期からは， CD （コンパクトディスク）プレーヤーを教室に持ち込んで，AM
（アプローチミュージック）を導入した。できるだけ，始業時刻の前に教室に行ってAMを
かけつつ学生の入室を待つようにしたのである。選曲は，文部省の学習指導要領に示された鑑
賞教材と，品川嘉也による目的別名曲大系の目的別とによってみた。その場合，筆で作曲者，
曲名，場合によっては 「スト レスを解消し気分を高揚させる」「眠気を払う」「仕事の能率を上
げるJなど品川の活用法を書きそえた掲示物を作り，掲げておくことにした。学生が集まり，
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プリントの配布や毎時のレポートの返却などの講義準備が終わったところでスイッチを切る。
そこから，講義始めの挨拶，テーマの板書，テーマソングの斉唱，講話 （起→承→転→結），
毎時レポート……と進めるのである。その曲を，毎時レポー ト作成の時間のBGMとして再
び静かにかけることもあるという使い方である。
〈学生62) 授業に行く途中から音楽が聞えてきます。最初は何だろうと思い，自分が入って
いく教室からだと知った時はびっくりしました。しかし，次の授業から，階段を登りながら音
楽の聞えてくるのが楽しみになりました。 今日は，どんな曲だろうと思ったり しました。また，
それぞれの曲に，「ーの時のための曲」などというものまで書かれていて， 授業に入るときは
いつもさわやかな気分でいれて，何だか高貴な気分になりました。（後略）
〈学生63) 私はホルス卜の「木星」が，とても好きな曲なので，うれしいです。この曲は小
学校の時に吹いたので，とても思い出があります。（後略）
〈学生64) 先生， ドボルザ クーのチェロ協奏曲は， とても感動しますよ。先生もぜひ聴いて
みて下さい。できればアプロー チミュージックにリクエス卜します。（後略）
このように，反響はさまざまであるが，概ね，音楽導入の所期のねらいにかなっている。
ところで，音楽以外の講義にこのような形で音楽を取り入れることが，何故，その講義にプ
ラス効果が期待できるのであろうか。
第ーには，パプロフの条件反射の学習理論が教える理由が考えられる。
(A）ベルが聞える → （B）食物が与えられる → （C) 自律神経がはたらき唾液が出る
このくりかえしで（A）と（C）の連合が成立すると，（B）の刺激がそこになくても，自律神経がはたら
いて（C）の効果をからだに及ぼすというのである。これは，学習理論の中では条件づけと呼ばれ
ている。この理論の（A）を音楽に，（B）を00学講義に，（C）を講義でえられた情感に置き換えてみ
ればよいのである。この仏）と（C）の連合の成立は，その00講義の刺激が終って数年の後におい
ても，音楽によって，その体（自律神経）に記憶している情感がよみがえり，00学講義の効
果がよみがえるというのである。
し っと
第二には，勉強という語が示すような，講義に伴う 「辛いけれども強いて勉 （努）めなけれ
ばならぬものjというマイナスの情感をやわらげることができる点である。音楽が講義全体を
より快いものにする要因となり得る場合の効果である。それができれば，その講義の刺激は，
単に大脳皮質における判断や記憶にとどまらず，情動の座である視床下部に伝えられて快情動
となり，そのくりかえしによって，講義への正の強化が起こ り，講義を休まないとか，講義や
課題に身を入れるという効果をもつに至るというのである。
〈学生65) 私は昨夜，くすり指を負傷してしまい，今日午前中， 病院に行こうかどうか迷い
ましたが，授業に来ました。長業を受けてよかったと思います。 （後略）
(A) 尊い出席の心，ありがとう ／ 一日も早い全快を祈ります。
この学生の病院か講義かの選択を決断させたものは，その人間全体としての反応であった。
その中に，感情が，いかほどかの座を占めていたにちがいない。その座に，音楽による正の強
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化がはたらいていれば嬉しいと思う。
2.毎時レポートの変容形
毎時レポートが① 出席カードの機能と ② 師弟の交流の広場としての機能と ③授
業評価の資料となる機能 をもつことは，私の実践に一貫することであった。その原初の形は，
講義の終りに近く〈結〉のあとに，ルーズリーフ式ノート用紙1枚ずつを配り，学生がそれに
月日，テーマ，番号，氏名を書いて，あとはどんなことを書いてもよいという方式であった。
それは座席の列毎に順に前に送られ，最前列の者が帯封して教師のところへ届く。教師は，そ
れを見て出席簿に記載し，アンダーラインを引き，所感と書き，サインをして帯封にもどし，
次の講義の初めに各列にもどすのであった。
(1) アンダーラインの意味と方法
第 1年目は，毎週処理すべき毎時レポートは470枚程であった。毎週の講義の準備のほかに，
これだけの枚数をこなすのは，容易なものではなかった。しかし， 一対ーの師弟のつながりを
果たすカードであるから，何としても続けようと思い，昼夜を分かたず，あらゆる雰細な時間
も使って，その完遂に努めた。どの学生にも， 1行でも 2行でも教師の言葉を書かねばならぬ
と考え，それは実行した。しかし，学生の書く内容のすべてにねんごろにこた（応）えていく
のには，とても時間が足りなかった。だが，書いたものは読んで、私の心に止めたことを示す必
要があった。それを示すのがアンダーラインであった。地下鉄の中でも，パスを待つベ、ンチで
もその作業が続けられた。それで定木を使用した。定木の使用は，学生の文を尊重する姿勢の
表現のようにも受けとられたようであった。
2年目からは，教師の書ける行数は増えていった。学生の求めに応ずる言葉も，私の中に多
様に生まれてきたし，講義の準備も， 2年目には楽になったからでもあった。教師の反応が多
くなると，学生の書く内容も豊かに深くなる傾向があって，心の交流が深まっていくように思
われた。それにこた（応）える教師の書く負担も増すという循環が始まったようにも思われた。
(2) アンダーラインからの脱却
学生の記述に対して，かなり十分に教師の言葉が書けるようになる一方で，分量の増した学
生の文に，すべて線をヲ｜く労力と時聞は相当多いことに気づいた。しかし， 一旦決めて定着し
た方法は，継続するだけでも効果があるという原則もあって，転換の機をうかがいつつ， 3年
余が経過した。 4年めの今年4月下旬に，学内の一般教育の検討会で，これまでの講義の工夫
を発表する機会に恵まれた。この時，偶然，毎時レポートの実物も先生方の目にふれ，感想も
いただいた。それが契機となって，アンダーラインを号｜かないことに踏み切ることができた。
幸い，この脱却は，師弟のつながりにマイナスにならずに済んだように感じられた。しかし，
アンダーラインを止めてみて，それは単に読んだしるしにとどまらず，私自身の読みを深める
役目を果たしていたことに気づかされた。線をヲ｜かない原則にしたのであるが，その読みの深
さを後退させぬように，ときには要点に線を引くことも辞さないことにしている。
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(3）毎時小テス トと「心の花束Jの誕生
2年めの後期から，学外研修の時間を使って，S短大の統計学の講義を始めた。これは，
どちらかというと技術的な教科であるが，講義がヘルバルトのいう 「教育的教授」に相当すべ
きものである以上，一対ーのつながりは守らねばならないと考えた。そこで，統計学の毎時レ
ポー トは， B 5版の用紙に，あらかじめ「毎時小テスト」と 「心の花束」の欄を設けたもの
とした。毎時小テストは，その1回の講義の最低必須の技能が身についたか否かを確かめうる
もので，まちがえたところは，赤で直してやり，全体として合格の者には大きな赤まるをつけ
て返すこととした。「心の花束Jは， 自由に何かを書ける小さいスペ スーで，教育学の毎時レポー
トに相当する。ただ，ちがう点が， 1日しかない学外研修の時間内に返事を書いてやることが
できないということである。そのことが「花束Jという欄の名を思いつかせた理由であった。
「いただいた文は必ず読みますよ。読んだところにはアンダーラインを引きま京。しかし， 私
には返事を書く時聞がないのです。H短大が私の本務で，そこでは4-500の毎時レポー卜を
毎週処理しているのですから，S短大の皆様のために残されている時間の中では，申しわけ
ないが返事は書けないのです。だから花束ということにしたのです。花束ですから私はありが
たくいただきます。喜んで、読ませてもらいますが，いちいち花束でお返しはできないわけです。
喜んで読ましてもらって心の通じた証拠のラインと，私のサイ ンでおゆるし下さい。Jという
ことになった。したがって，花束の欄は書いても書かなくてもよいという方針をとらざるをえ
なかったのである。「心の花束Jを読んだ感想のいくつかは，次の講義の初めに紹介し「沢山
の花束ありがとう」で結ぶこともあった。 ただ講義内容に対する質問には， 十分に答えること，
講義の進め方とか座席などの希望があれば，できるだけそれを生かす方針とした。
この返事を書かないことを原則とする毎時レポートが，はたして師弟を一対ーにつなぐ役割
りを果たし得るものか。さらに，返事を書く毎時レポートと較べて，どんなちがいがあるもの
かは，小論の固で検討してみよう。そのため，この方式を 「心の花束方式Jと名づけよう。
返事を書かないに拘らず，統計学の受講希望者は増え続け，去年度の後期も， 今年度の前期
も， 300名を超える履修状況となっている。
ところで，この小テス トと花束による指導の経験は，私の本務の改善に，少なからず役立つ
ことになった。
(4）教育方法論の講義計画の改訂と毎時レポ トーの改善
教員免許法が変わり， それに伴う本学の教育課程の改訂も成り，平成2年度から実施された。
私の教育方法論も，それに伴う改訂を加えた。この改訂実施は，平成元年後期からとし，その
ときから，毎時レポートにも，技術的な内容を含む教科にふさわしく，統計学と同様の小テス
トを取り入れることとなった。この毎時レポートには，小テス トの下に「思いを綴る」と「師
弟共流」という 2つの欄を設けた。前者は，これまで同様に学生が自由に書けるスペ スーであ
り， 後者は，私が一筆書けるスペースである。
この方式は，以前のノート1枚の方式 （これを改めて毎時レポート方式と呼ほ、う）に較べる
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と，テストがある分だけ，スペースがせまくなっていることと，テス トに時間を使うので，思
いを綴るの欄に書く時聞が足りなくなりがちである。この方式を，改めて 「思いを綴る方式」
と名づけ，学生のイメージにどんなちがいを生ずるか，小論の圃で検討を加えよう。
ところで，この「師弟共流Jの語は，「ともに学ぶ教育学jの心を表わす言葉で、もある。
3.師弟共流
6) ひろたろう
師弟共流の語は，私の畏敬する先輩飯田広太郎が，その著 「読方教育」に記した「教育の中
心」と題する主張に由来する。この主張は，今にして，なお教育界の警鐘になると思うので，
その要点を挙げて，耳を傾けることにしたい。
「私は教育という純なる働きの立場に於て静かに省みたい。」 「具体的な教育の働きから教師
と児童とを抽象，対立させてしまえば，その何れに中心を求むるも結局は同じ事で，思惟に定
位された対象の転回は必ずしも具体的事実そのものの転回ではない。」 「教育という純なる働き，
それは I行としての教育jである。行とは，自我が自らの定立者である非我を働きという場に
おいて含むことであり，含まるることである。J「これ（行）は，永遠の今に於けるこ者止揚の
創造的労作であり，絶えざる更生のプロセスである。」「もし，本位とか中心とかいう言葉が与
えられなければならぬとしたら，この内面的な共流一知の境地に永劫の一線を画する働き・
この生命の労作こそ実に教育の中心で、あり本位でなくてはならない。」 「教師と児童との対立を
統ーして，一如の流れに相抱く姿を『教育愛jと名づける。教育愛に流れて， 教師は教師とし
ての意味を得，児童は児童としての意味を与えられる。」「単に教師は教える者，児童は教えら
れる者であり得ないとともに，教師は単なる傍観者であり得ない。J「抽象化された児童中心の
思想に建設された自由の概念は，自由によって自由を滅却し，自由の美名に不自由をかこつ悲
哀をくりかえすにすぎない。J「自ら学ばんとし， 自ら伸ぴんとする自覚の内容には， より深く
教えられんとし，他の成長に深い愛の培いを必然に伴ってこなければならない筈である。」「教
師と児童との具体的交渉の過程一一一 これを教師の立場で顧みるとき，その一切が教授であり，
これを児童の立場に移して省みるとき，その一切が学習である筈である。」「児童の自己開展の
相を内在せずして教授が成立しないと同時に， 真に教えられんとする敬慶の心を中核とせずし
て学習は遂に不可能である。」 「教授と学習一一一この二元の対立を具体の境地に統一止揚する
働きこそ，真に教育の行であり，教育の内面に溌i刺たる生命と，無限の創造性とを付与するも
のでなければならない。J
m 師弟共流への三方式の機能の比較
多人数の学生と対することが余儀なくされる大学の講義において，師弟共流の実を挙げるひ
とつの手段が毎時レポートであった。それは ① 師弟が一対ーになれる ②必ず読まれる
③ どのような内容の記述も受容される ④ 教師の所感ないし返事が書かれる ⑤ 次の講
義には必ず学生の手元にもどる などを，その方法の満たすべき条件と していた。これは，ひ
とりひとりの学生に，数分ないし十数分の教師の時間が必ず費される方法であるから，多人数
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になるほど，その実行は難しくなる。 「ょいとは思うが，とても，できはしない」といわれる
ことが多い。しかし，実践できねばならない。「難きが故に尊いのだ」 は至言である。
1.三方式の誕生と，それぞれの特質
平成2年度の前期の場合，私が，このようにして接すべき学生は毎週八百数十名であった。
それだけの学生に，この方法の実践が貫けたのには， この小論のHで示したような毎時レポー
トの変容形ができたことの寄与もあってのことであった。 その変容形は (A) 「必ず読まれる」
にかかわるアンダーライ ンの有無 （B）教師の所感ないし返事の有無 （C) 小テストによる毎
時の修得技能の確かめの有無 という3つのちがいが生まれたための分化であった。この分化
でできた三方式は， 師弟共流の実質にちがいを生じたのであろうか。この点を検討してみよう。
表1 三方式それぞれの特質
~ ①師弟が ②必ず読アン ③どんな ④師の返 講義で ⑤次の講 ⑤最低必一対ーに まれる ダーライ 記述も受 事が必ず 話される 義までに 須の確か 適用講義なれる ンカ宝ある 容される 書かれる事もある もどる めがある
毎時レポート 。。（／／ 。 。。。／ 教育学
思いを綴る 。。：／ 。。。。。教育方法体育評価
心 の花束 。 。 。。／； 。。。統計学
2.調査の方法
それぞれの講義の，前期の最終回の講義の終了前に，図lのような用紙によって，出席カー
ドの代わりに記入してもらった。用紙の 「」 の中だけは方式にふさわしい言葉に変えた 3通
りの用紙によった。
月日，番号，氏名の記入後，用紙の上の4行を読み，「深く考えないで， 第一印象で， 7段
階のどこかに，必ずOを入れて下さい。 練習しましょう。その最初は 『たやすいJと 『むずか
しいJとありますね。その聞に 『非常に』とか『やや』とか書いたのと並んで7つの箱があり
ますね。ここは，心の中で、『毎時レポー ト， たやすい， むずかしい， どこかな』と （心の中で）
言って，ぱっと 7つの箱のどこかにOをつけるのです。では，まずそこをやりましょう。J「は
い」「次に， 役立つ，無駄な， のところも同じように ［毎時レポー ト， 役立つ，無駄なjと心
の中で、言って，ぱっとつけましょう。はい， どうぞ。」 「はい， 練習ができましたね。この後は，
あまり意昧がわからないような言葉があっても，気にかけずに，第一印象でぱっとつけて下さ
い。J「では，そのようにして調査のところを全部やり，あとは（B）や，その下まで続けて下さい。
はい， どうぞ。」という調査法であった。
この（A）の部分はSD法という調査法によっている。その尺度の構成は，次のようにしたもの
であった。
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3.意味微分法と尺度の構成および分析法
この調査法は，イリノイ大学のオスグッド（ Osgood C. E. ）によって創始され「Measurement
of meaning ( 1957年）」によって公にされた意味微分法（ Semantic Differential Technique, 
SD法と略記する）にならって構成されたものである。
SD法とは，人間それぞれの個体が，言語をシンボルとしてもっている情緒的体系を，外的
な刺激（コンセプ卜 conseptsという）に対する情緒的反応として対応させることで，コンセ
プ卜に対する，人の内的な過程つまり意味を把握できるという考えに基づいている。実施方法
は上で見たように，制限連想法と評定法を組み合わせたもので，両端に相反する内容の形容調
を並べ，その聞の 7段階のどこかに，被験者の反応を位置づけさせるものである。
今回のコンセプトは「毎時レポート（又は，思いを綴る，心の花束）Jである。
反対語とその間
に7段階の反応部
分を設えたものを
尺度という。調査
しようとするコン
セプ 卜の特質に
よって尺度を選び，
尺度群を作る。オ
スグッドらは3因
子次元（評 価
evaluation，活動
性 activity，強さ
potency ）によっ
て，尺度群を構成
しているが，今回
の調査では，簡単
にするため 好ま
しさ （図lの調査
の部の上の6この
尺度群） と有用性
（下の6この尺度
群）によって構成
した。
結果は，各尺度
の平均値を求め，
図1 調査票の例
（ 月 日）（学生番号 ）（氏名 ） 
前期の最終講義となりま した。熱心な受講 ご苦労様。さて，この講義では毎講
義の終わりに，「『毎時レポー ト」がありました。それを私が読んで，一筆書いて，
サイ ンをして，次の講義の初めに返すようにしてきま したoJ
それについて（A)SD法（意味微分法）と（B）アンケートでお聞きします。
(A) 『毎時レポー ト』について第一印象をできるだけ速くぬかさずに 7段階のどこか
に必ずOじるしをつけて下さい。
練習たやすい
役立つ 無駄な
非常にだいたい やや いどちえならいとも やや だいたい非常な
調査あたたかい つめたい
明るい 暗い
嬉しい 悲しい
楽しみ がっかり
大好きな 大きらいな
やさしい きびしい
開いている 閉じている
I采い 浅い
大切な 大切でない
おもしろい つまらない
便利な 不便な
必要な 不要な
(B）次の聞いについてはいどちらと もいえないいいえにOをつけて下さい
1 r毎時レポー ト』はあったほうがよいと思いますか
はい どちらと もいえない いいえ
2 r毎時レポー ト』は講義の効果にプラスになると思いますか
はい どちらと もいえない いいえ
3 『毎時レポート』は学生の親しみや心の安定にょいと思いますか
はい どちらと もいえない いいえ
4 『毎時レポー りはないほうがよいと思いますか
はい どちらと もいえない いいえ
回答ありがとう。思う ことがあったら下にお書き下さい。
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それを連結したプロフィールで表される。このプロフィールを重ね合わせることにより，コン
セプトの意味の相違を直観的にとらえることができる。その類似性は，プロフィールの聞の相
関係数によって表現される。さらに今回は，各尺度の点の分配率の差の有意性を「百分率のd
の妥」によって検定する方法で，方式の聞のイメージの差の検出を試みることにした。
4.三方式は何れも非常に近い意味をもっている
調査票の（B）のアンケートによれば，表2のように，圧倒的に多い割合で，どの方式も有用と
受けとめられていることがわかる。そして，三方式の聞に有意差がないというのは意外なこと
であった。返事がもらえない 「心の花束方式」の支持率は他の二方式より低くなるかと予想し
たが，それは間違いであった。
表2 有用性をどの程度の者が感じているか
（単位 %） 
~整型船 毎時レポー ト 思いを綴る 心の花束311名（324) 158名（162) 306名（313)
は いt；；：もいいえは いi；；：もいいえは いt；；：もいいえ
あったほうがよいと思いますか 94.2 5.8 0.0 95.6 4.4 。 98.0 2.0 0.0 
講義の効果にプラスになると思いますか 84.8 15.2 0.0 87.3 11.4 1.3 84.2 14.5 1. 3 
学生の親しみや心の安定にょいと思いますか 96.8 3.2 。 96.8 2.5 0.6 98.7 1.3 0.0 
ないほうがよいと思いますか 0.0 4.8 95.2 0.0 4.4 95.6 0.0 1.3 98.7 
このような一対ーのつながりの場があることが，講義そのものに有用であると感じている者
は約85%であるのに対し，学生の親しみや心の安定に有用と感じている者は著しく有意に多く，
約97-99%となっている。学生が教師との心のつながりを強く望んでいる状況を表していると
みてよいであろう。
「あったほうがよい」 と 「ないほうがよい」は正反対の内容であるから，全く正反対の割合
になるべき問と して用意された。結果はほぼその通
りであった。しかし，わずかながら差がみられた。
このゆれは， 教師の労力への学生の思いやりのため
であった。
〈学生66) 「ないほうがよいと思いますかjで，
表4 三方式聞の相関（好ましさ） 先生のおからだのことを考えると， 「どち らとも，
心の花束 いえないなあ」と思いました。
表3 三方式聞の相関係数（全体）
心の花束
0.876 
毎時レポー ト 0.811 
思いを綴 る
0.646 
0.741 
毎日寺レポー ト
思 い を綴る
??
?
??
?
、
?
?
（
?
?
?
?
?
???
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
??
?
0.908 
0.854 
毎時 レポー ト
思いを綴 る
次に調査票の（A）の意味微分の結果を，図2-4の
プロフイールで較べてみよう。これもまた，予想に
反して，三方式とも ① 中間点の4.0に対して，
平均が著しく7の方に寄っていて， 好ましく，かっ
有用に受けとめられていること ② プロフィール
の形が著しく似ていて，同じ意味をもっていること
が示されている。
プロフィ ールの形状の
一致の度を示す相関係数
は，表 3～ 5の通りで
あった。表3は図 2-4
で直観的に感じられてい
た通り，三方式の聞の意
あたたかい
明るい
嬉しい
楽しみ
大好きな
やさしい
開いている
味の相関係数が， どれも 深い
大切な
著しく高いことを示して おもろい
いる。また， 好ましさの 便利な
必要な
尺度群（表4）と有用性
の尺度群（表5）に分け
てみた場合，好ましさよ
りも有用性の相関係数が
何れも高く現れているこ
とは興味深いことであっ
た。プロフィールで見る
ように，好ましさの平均
水準は， 有用性のそれよ
りも，どの方式でも高い
のに，形状の一致を示す
あたたかい
明るい
嬉しい
楽しみ
大好きな
やさしい
開いている
深い
大切な
おも しろい
便利な
相関では有用性が高いの 必要な
はなぜであろうか。
5.方式による意味
の遣いにはどんな
ものがあるか
大局的に見れば， 図2
-4の知く，驚く程の一
致を示しているが，微妙
な違いはないのであろう
あたたかい
明るい
嬉しい
楽しみ
大好きな
やさしい
聞いている
か。例えば 「嬉しい， 悲深い
しい」の尺度について，
三方式の度数分布を較べ
大切な
おもしろい
便利な
てみよう。表6がそれで 必要な
ある。
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図2 〔毎時レポート方式〕意味微分フ。ロフィール
311名
6 2 平均
弘、 つめたい 6 .83 
下ヲ 暗い 6.23 
悲しい 6.52 
占、 がっかり 6 .59 
＼ヂ 大きらいな 6 .04 
o' きびしい 6.25 
J’ 閉じている 5. 99 〆 浅い 6.25 
Cf. 大切でない 6 .57 
"c入 つまらない 6 .17 
で》 不便な 5 .65 
〈レ戸r 不要な 6 .51 
図3 〔思いを綴る方式〕意味微分プロフィール
158名
7 6 2 平均
。、 つめたい 6.88 
[)> 暗い 6.39 
<( 悲しい 6 .63 
b カずっかり 6 .59 
＼ヲ 大きらいな 6 .18 
。／ きびしい 6.47 
J' 閉じている 5 .92 
〆 浅し、 6.22 
《 大切でない 6.46 
＼民 つまらない 6 .18 
〉 不便な 5. 78 
不要な 6.37 
図4 〔心の花束方式〕意味微分プロフ ィー ル
306名
6 2 平均
。＼ つめたい 6 .81 
マ 暗い 6.47 
悲しい 6.40 
がっかり 6 .50 
), 大きらいな 6 .33 
σ／ きびしい 6 .65 
q 閉じている 6.13 
浅い 6.03 
Cf 大切でない 6.40 
b._ つまらない 6 .27 
でコD 不便な 5 .58 
I a-- 不要な 6 .45 
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上段は%，下段は度数
非常に だいたい やや どちらとも やや だいたい 非常に 計 平 均いえ辛い
A「毎時レポー ト」方式 69.5 19.3 5.5 5.8 6.52 216 60 17 18 311 
B「思いを綴る」 方式 73.4 19.0 5.1 1.9 0.6 6.63 116 30 8 3 I 158 
C「心の花束J方式 56.9 30.7 7.8 4.6 6.40 174 94 24 14 306 
c Aの有意性 ＠ ＠ ＠ 
C -Bの有意性 ＠ ⑥ ＠ 
尺度「嬉しい，悲しい」の度数分布表6
毎時レポート方式（Aとする）と思いを綴る方式 （Bとする）の聞には，有意差は認められ
しかし，心の花束方式 （Cとする） とAやBとの聞には，「非常にJと「だいたいJなかった。
の欄について著しい有意差が認められた。表の中では，。で著しい有意差を，0で有意差を，
この表で見るような度数空欄は有意差でないことを表している。また，平均の差の有意差は，
したがって，表6は，分布の有意差が認められたことをもって認めることにしたものである。
CがAやBよりも少しの差ではあるこの尺度について，
尺度別有意性一覧表7
が，著しく有意に低いといえることを示している。
C-Bの有意性C-Aの有意性
つめたい
H音しミ
悲しい＠ 
＠ がっかり
大きらいな
?
?? ? ?
??
??
あたたかい
明るい
嬉しい
楽しみ
大好きな
このようにして，各尺度について検定したものをまと
めると表7が得られた。ここで，最も明瞭な事実は，尺
がっかり」 において度 「嬉しい， 悲しい」と 「楽しみ，
は，微妙な程度とはいえ，教師の返事や所感が書かれて
いないことが，心の花束方式に対する学生の情緒的意味
きびしいやさしい
に違いをもたらしているということである。 「やっぱり
閉じている
浅いθ 
θ 
開いている
深い
大切な
なあ」の感，深いものがある。
大切でないその他の有意差についても，講義の状況を省みるのに，
つまらない
不便な
不要な
θ 
おもしろい
便利な
必要な
微妙な光を投げかけてくるように感じられるのである。
それを思いつつ，しばらく学生の声を聞いて考えよう。
6.心のかけ橋
方式の微妙な違いにふれるため，学生名にその学生が体験している方式の別をAB Cを添え
て表そう。
毎時レポートは先生と生徒をつなぐ良いかけ橋だと思います。〈学生67A) 
思いを綴るによって，先生をとても近くに感じました。〈学生68B)
すばらしい先思いを綴るを家で見ていた時，私の母がそれを読んで「本当に，（学生69B)
生に出会ったねjといっていました。（後略）
（返事の戻る方式の場合）返事とサインの嬉しさを巡って
）????（
とても私は毎時レポートを書く のが好きでした。先生の一筆とサインを見て，
嬉しい気持になったことを忘れません。
〈学生70A)
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（学生71A) 確かに，毎時レポートは，ちょっと辛かったけれど， 毎回レポートが帰ってく
るのを，とても楽しみにしていました。
〈学生72A) 書く時聞が短い時が多く，残念に思う授業が多かった。けれど，必ずコメント
があるのは大変うれしいことだと思います。
〈学生73A) 先生の返事がとても楽しみでした。1回も休まずにすんだ理由の中にも入って
いると思います。毎回沢山書いてくれてありがとうございます。
（学生74A) 先生が書いてくれる言葉を楽しみに，それをパネに楽しく勉強できました。
〈学生75A) 毎時，質問することも，考えてることも書けるのがいいと思いました。短い時
間のためか，もっと書きたいことがあったような気がします。
〈学生76A) （前略）私の話（出来事）にも返事を書いて下さるから， とても好きでした。
〈学生77A) 毎回何百人ものレポー トに返事を書くのはとても大変だと思います。「先生」
という職業意識をもっていない先生を尊敬します。ありがとうございます。 ご苦労さまでした。
〈学生78A) 毎回， 一生懸命なお返事，本当にありがとうございました。私も心から真剣に
なれる人間になりたいです。
（学生79B) （前略）必ず自分のに目を通し，返事を書いてくれるのが，すごく楽しみでし
た。励みになりました。（中略）私もそんなあったかい先生になりたいです。
（学生SOB) 毎時間， 返ってくるのが楽しみでしたが，時間通りに終らないことがあったの
で，思いを綴るは，あってもなくても，どちらともいえません。
〈学生81B) 返却の時，いつも楽しみでした。（中略）地下鉄でお見かけした時は，「なぜ，
こんなことを」と思いましたが，今はもうわかります。（後略）
〈学生82B) （前略）昨日，地下鉄で、会った者です。あれからミュージカルを観て感動して
帰ってきました。本当に先生は地下鉄の中でも 「思ちを簸るJをやっておられるのですね。驚
いてしまいました。
〈学生83B) あった方がいいと思いますが，先生のお体が心配で、す。
とりとめもない声のようであるが，反省を呼び起こすものを拾ってみたのである。ひとまず，
毎時レポー ト方式と思いを綴る方式の反省をまとめよう。
① 学生が書く時間に少しく余裕をもつこと。しかし，講義全体が終るべき時刻を超えないよ
うに，よくよく留意すること。
② 学生の中には，楽しい嬉しいという こと以上に，この返事を書く生き方に学ぼうとしたり，
講義を休まないように思う者がいる。この姿勢をくずさぬよう油断なく続けなければならない。
③ 雰細なあらゆる時間を使わなければならないので，地下鉄で書くなど，一般の常識ではな
いことをしていることについて，人らしい道にたがわぬよう細心の注意を怠らないこと。
④健康で続けられ，明るく学生に接することが続けられること。
(2）返事とサイ ンの嬉しさを巡って （心の花束方式の場合）
先の意味微分などのデータでは，心の花束方式で、あっても，微妙な少しの差はあるにせよ，
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大局的には，他の二方式と変わらない情緒的意味に学生をおいていることが示された 0 .そのこ
とは，学生の声では，どのように現れているであろうか。
〈学生84C) 毎回，心の花束を，とても楽しみにしていました。
〈学生85C) （前略）こんなあたたかい授業は，小学校1・2年以来でした。心の花束があっ
たから，先生との距離が，すごく近く感じたのだと思います。（後略）
〈学生86C) 心の花束を書いて，戻ってくるのが毎回楽しみでした。（後略）
〈学生87C) （前略）私は心の花束を書くのがとても好きでした。今まで自分が書いたのを，
読み返してみると，いろんなことがあったなあと思い返すことができて先生に感謝しています。
〈学生SSC) 大学の講義では，先生が生徒をあてたりすることがないので，ほとんど先生と
接することができません。けれど，統計学は心の花束を通して，先生とお話することができて，
うれしかったです。
〈学生89C) 心の花束っていう名前がとっても好きです。先生への贈り物という意味ですよ
ね。いつも沢山書きたいことがあって，何と書こうかと迷ったりしました。私は文章や字が下
手なので，先生は読むのが大変だったと思います。（中略）直筆の先生の各前がとてもうれしかっ
たです。はんこではかなしいですよね。
〈学生90C) 週1回しか先生に会えないのに，とても親しみがわき，返されてくるプリ ント
に青線がひかれていることは，とっても嬉しかったです。（後略）
〈学生91C) （前略） 心の花束は先生のご返事がいただけないので（理由は分かりますが）
やはり，どこか淋しい感じがしました。（後略）
〈学生92C) 心の花束を書くのは，毎回楽しみでした。返されてくるのも楽しみでした。返
事が書いてあったら，もっと楽しかったのになあと思いました。
〈学生93C) 毎回，花束を書くとき，先生に何か書いてもらいたくて，結構いろいろ考えま
した。「ありがとう」の一言がすごく嬉しくて，花束が戻ってくるのが楽しみでした。（後略）
〈学生94C) 心の花束は毎回楽しみでした。 1度だけ返事があってとても嬉しかったです。
〈学生95C) 先生が授業の前に「心の花束，ありがとう」というたびに，何か，嬉しかった。
〈学生96C) 心の花束，今まで沢山あるのに読んで下さつでありがとうございました。本当
に，寝る時間も犠牲にしてくれたり，電車の中や，お昼を食べないで読んでくれて，ありがと
うございました。（中略）体を大切に，ずっとずっと，がんばって下さい。
以上で見たように，返事を書かない方式でも心が通うものであった。返事を書かないことを
補う方法を，まとめてみよう。
① 「ありがとう」「お大事に.IJ「ご冥福を祈ります」などのような，ほんの一言でも，予想
以上に心が通うものである。
② アンダーライ ンとサインは，やはり，返事が書けない場合，ぬかしてはならない。
③講義の内容についての質問は， みんなの前で答えてやると有効な場合がある。講義にかか
わらない生活上の記述でも，みんなの前で紹介し所感を語ってやると，自分のものも，あのよ
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うに読まれているにちがいないとの確信を強める。
7.心の保健と三方式
講義は学術の伝達のためであるが，同時に生徒指導の場のひとつでもある。むしろ，大学に
あっては，生徒指導の最も大事な場ではあるまいか。書いて読んでもらえるという広場が与え
られると，学生は自然に，心の保健になるようなアプローチを始める。
〈学生97C) もう 6月も終です。まだまだ暑く なりそうですね。夏ばての季節です。もう食
欲がなくなってきています。テストが近づいτきているので，体力をつけるために，バランス
よく食べたいと思います。
〈学生98C) 今日は，とてもよいお天気ですね。今日の体育の時間に （中略）鉄棒の足かけ
上がりができるようになりました。 （中略）とっても嬉しい。
<A) おめでとう ノ
〈学生97C) 今日は仕送りの中に父母からのボーナスが入っていたので，すごく嬉しい。 で
も，あまり無駄遣いしないように気をつけようと思います。 それから，もう一つ，すごく嬉し
いことがありました。盗まれた自転車が帰ってきたんです。もうあきらめていたのに，見つけ
て下さったおまわりさんが， 届けて下さいました。もう感謝感謝です。悪い人ばかりではない
んですね。札幌も。
<A) よかった／おめでとう。
〈学生lOOC) 今日，教務課に後期履修届を出しに行きました。その時，前の方から荻野先
生が歩いてきたのに，気づかずにすれちがいそうになったら，先生の方から 「こんにちは」 と
言ってくれました。とても，うれしく思いました。
そこはかとない記述のほんの一例である。このような千差万別の訴えに，毎週，数百おめに
かかるわけである。 このようにして前期が終った時の学生の声を拾ってみよう。
〈学生101B) （前略）大学の先生方ともいろいろなお話をしたいのです。が，先生方も忙
しく，話す機会も少ないので，この思いを綴るのコーナーを初めて見た時は，とても嬉しくな
りました。 （後略）
〈学生lOZA) （前略）いろいろ悩んでいる時など，レポートに書いて，結構すっきりでき
ました。 本当によかったです。（後略）
〈学生103C) 心の花束は，とても先生に親しみをもてて，不安だった学生生活を勇気づけ
てくれました。（中略）毎週，ほんの何行かでしたが 「心の花束Jを書いて，音楽を聴くこと
によってJやさしい気持ちになれたと思います。
（学生104A) 私は，この毎時レポートを書いて先生に見てもらえることが，とてもうれし
く思いました。（後略）
〈学生105C) （前略）心の花束は思ったことを全てはき出すことができる実によいもので
した。（後略）
〈学生106C) 心の花束は，本当にあったかくて，良いと思います。 何か心に思うことがあ
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る時など，書いて先生に読んで、もらえるということで，少し心が晴れた時もありました。（中略）
みんなの心の支えになるでしょう。（後略）
〈学生107A) 毎時レポートは，その時良い気分だったら倍増する気がするし，辛いことがあっ
た時は，少し肩が軽くなるような気がするので，自分にとってとても良いものだったと思いま
す。（後略）
〈学生108A) 毎時レポー トを書くことによって，授業の疑問点や心の悩みなどが解消され，
また先生の返事がとても嬉しいので続けた方が良いと思います。
〈学生109B) （前略）心のあたたかくなる師弟共流のところが，私はとても楽しみでした。
〈学生llOB) （前略）私は心を表現し伝えることができる人聞に生まれ，とても幸せです。
〈学生lllA) （前略）先生の返事でジーンときたこともありました。（後略）
〈学生112A) 私は毎時レポートで何度も勇気づけられました。ありがとうございました。
〈学生113A) （前略） これからこのレポートが書けなくなると思うとさみしいです。（後略）
〈学生114A) 自分の考えや思いを文章にすることは，言葉で言うよりも深みがあることだ
なあと思います。（後略）
〈学生115A) 毎時レポー卜は，自分のことを振り返って考える良いチャンスだったと思い
ます。
〈学生116A) 毎時レポートは，自分のことを改めて考えるだけでなくて，周囲の人々のこ
とまで気付いたりできるので，精神的に成長できるような感じにさせてくれました。（後略）
〈学生117A) （前略）沢山「ありがとう」と言って下さつでありがとうございます。（中略）
先生からみたら多勢の中の一人の私だけど，私からみたら大切な先生です。
〈学生118B) 先生のことばは，いつもあたたかく，心の悪いところをえぐりとってもらう
ような気持ちがしました。先生のようにはなれない私ですが，これから先，さらに性格形成し
てゆこうと今思います。（後略）
以上の声は，書いて読んでもらう広場があることによる 5つの効果を示している。① 自己
表現による自己理解の効果 ②悩みなどを表現して軽くするカタルシスの効果 ③ 自分が
受容されていることを感じ，心の安定を覚える効果④ 表現による自己や思考の深化を喜ぶ
効果⑤返事や所感がもらえる場合，それから得られるア ドバイスの効果 がそれである。
これを， メンタルヘルス研究委員会の 「メンタルヘルス（ mental health心の健康）の基選」
と照合してみよう。⑤が，どれにもかかわると思われるほかは次のようになるであろう。
(1）心理的・身体的両側面の機能が十分積極的に発揮される。 ←②①が主に寄与する
(2）環境にはたらきかけ自己や環境の改善に積極的に貢献する。
(3) 自己の能力を発揮し，自己啓発や任務遂行に役立てる。 ←①④が主に寄与する
これらはまた，心の健康を保つ真の自信（安定自信）につながるものと私には思われる。
8.講義内容への効果を強化する三方式
これらの毎時レポートが，質問提出の場であり， 授業評価の資料となることは，当初からの
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主たる機能であった。ところが今回の受講学生の調査から，講義への効果には上記の機能を越
えるものがあることが示された。その具体相を学生の声に聞きてみよう。
〈学生119A) 毎時レポ トーは，講義を聞いているかどうかに，関係があると思う。
（学生120A) 毎時レポ 卜ーは，絶対にあった方がいいです。自然に授業を真剣に聴くし，
その日の大切なところのまとめにもなります。（中略） 私には，すごく役立ちました。
（学生121B) 毎回のことなので，少々めんどうく さい時もありましたが，その日の講義を
その場で思い起こすことができたし，必ず返事が返ってくると思うと 「何か， 一言でも書きた
いJと，思うことができました。
〈学生122A) 毎時レポートを書くことによって，その講義の内容を， 理解から理会の方向
へ導かれていくと思います。
〈学生123C) （前略）心の花束を書くと，先生に親近感みたいなものを感じて，授業を，
更に熱心に受けられる気がします。
（学生124B) 思いを綴るで，先生が毎回一言書いて下さるのが，とても楽しみでした。こ
の講義は，とても大変でしたけど，先生と毎時間話しているようで，よかったです。
以上の声は，書いて読んでもらう広場があることによる 3つの効果を示している。① 講義
内容への吸収力を強化する。 ② 講義内容をまとめ理会する機会になる。 ③ 受講の大変
さへの耐性の強化に役立つような教師との親近感となる。 がそれである。
9.講義の条件（学生数の大小，講義開始前のゆとり）による情緒的意味の差異
(1) 181名受講の教室Aと131名受講の教室Bの差異
図5がそれを示している。Aは3講目で，後部座席の学生は黒板から遠く，ざわつきも多少
多い傾向があり，同じ統計学でも時聞が余計かかった。 Bは，それに続く 4講目で，Aよりは，
はるかによい条件と感じら
れていた。だから情緒的反
応に差があるとすれば， B
が高いであろうと予想して
いた。しかし，調査結果は
逆であった。なぜであろう
か。恵まれない条件におか
図5 181名クラスAと131名クラスBの意味微分プロフィール
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(2）講義前ゆとりの差異
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つまらない
不便な
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平均 有意性
A 日 A-B 
6.85 6.75 
6.51 6.40 θ 
6.49 6.27 ＠ 
6.62 6.34 ① 
6.45 6.17 
6. 72 6.56 
6.21 6.02 ⑥ 
6.18 5.83 
6.46 6.32 ＠ 
6.37 6.14 ＠ 
5.75 5.39 ① 
6. 55 6.32 
講者数104名，3講目の教育学であった。教室と曜日 （CD 252，木）( EF 120，水） だけが
ちがい，水曜は科内会議や委員会で，教師は鐘が鳴ってから教室に急ぐことが多かった。 図6
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に示された微妙 図6 会議後クラスEFとゆとりクラスCDの意味微分プロフィ ルー
な有意差は，そ
のためであろう
か。
(3）体育コー
スと養護
コースの差
異
受講者数は
120と208で，調
査数は108と203
であった。表8
7 5 
あたたかい
明るい
嬉しい
楽しみ
大好きな
やさしい
聞いている
深し、
大切な
おもしろい
便利な
必要な
平均 有意性
CD EF CD EF 
つめたい 6.83 6.83 
H音い 6.44 5.90 ＠ 
悲 しい 6.55 6.46 
がっかり 6.54 6.55 
大きらいな 6.03 5.94 
きびしい 6.25 6 .17 
閉じている 6.24 5.84 ⑥ 
浅い 6.33 6.19 
大切でない 6.63 6.54 
つまらない 6.25 5.94 
不便な 5.69 5.51 
不要な 6.55 6.47 
表8 コー ス
別平均
体育 養護
6.81 6.83 
6.34 6.17 
6. 56 6.50 
6. 66 6.55 
6.13 5.98 
6.33 6.21 
5. 90 6.04 
6.24 6.26 
6.55 6.58 
6.30 6.09 
5. 73 5.60 
6.50 6.51 
の通りでプロフィ ール聞の相関係数は0.950であった。どの尺度にも有意差はなく，極めて高
い一致を示していた。
10.むすび
情緒的体系にかかわる意味において， 三方式に，これほどの一致をみたのは，学生個々の発
言を客観的に事実で支持するもののように見える。真理は学生の心の中に存在する。学生が，
こんなにすばら しいというこは，何たる幸せであろうか。学生は心通う教師を求めている。心
の花束方式のように，教師に時間がなかったら，せめて読んでサインして返すというだけでも，
他の二方式と殆ど同じだけの効果があると知った。これは，大きな希望ではなかろうか。
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